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1　はじめに

　この集録は，ページを開くとひと目

で北海道開拓功労者ひとりひとりのこ

とがらがわかるようになっている。た

とえば，どのような面で功績があった

かの簡単な事績は「70　Ptフィル」の欄

で，いつどこで生まれてどのように育

ち社会に出てどのようなことがあり，

いつどζで死去したかは「略年譜」欄

で，この人のことを知るためめ文献や

著書類にはどのようなものがあるかは

　「参考文献」欄で，そして遺族や参考

となるべき事項は「その他」欄でわか
今

るというように，必要なことがらはそ

れぞれの欄をみるとおおよそのことが

判明するように配意して作成したもの

である。

　これら功労者の数は総数235人。そ

の出身地は，『北海道開拓功労者関係

資料集録』下巻の6ページに「都道府

県別功労者出生一覧」を収載したが，

東北地方は地縁的な関係からか若干多

いほか，各県に広くちらばっている。

該当ないのは，群馬・鳥取・熊本・宮

崎の4県にすぎない。県別の人数をみ

ると，東京都の21人がいちばん多く，

つ忌・で本道19人，新潟県16人，鹿児島

県10人，宮城県8人，青森・秋田・徳

島・高知各県7人とな・5ている。この

ように出身地が全国的にわたっている

のが本道開拓功労者の特色のひとつど

いえるかもしれない。

　さて，この集録の内容を詳しく述べ

る前に，集録作成の基礎になった北海

道開拓功労者伝記の編集経緯について

若干説明しておかなければならない。

．この経過も，集録下巻の巻末に詳細記

述しているが簡学にふれてみよう6・

　そもそも，開拓功労者伝記をつくる

動機となったのは，昭和43年の北海道

百年を盛大に祝おうとしたことがきっ、

かけである。そして，、この三三事業

を，ただ単なる祭典にとどめず若い世・
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代に開拓時代の先人の労苦を銘記させ

るととも仁，後代に歴史・文化㊧遺産

を引き継ぎ，本道の発展を顕示して実

質的な行事を実施するということにあ

った。1このため，道では開道百年をめ

ざして道史および伝記の編集刊行事業

．に着手する蔦とになったわけである。

　当初，道は開拓功労者を100人にし

ょうという考えかたをもち）．．昭和36年

8月，北海道史編集審議会に開拓功労

’：者100人の選考について意見を求め

た。いっぽう，候補老≧なるべき人の

．推せんを各支庁長および市町村長にも
『依頼：，’

R議会委員からも推せんを求

めだところ，その数はno9．g人にも達し．

．．た。

　翌37年6，月，審議会から日本人208

人，外国入27人，計235人の答申があ

った。ζの答申を受けた道は，伝記編

集刊行計画をたてて，・略歴’・記録・写

真・遺族などの調査を行ない，資料が
．’

ы№ﾉ多い108入（日本人100人と外

国人8人）をr開拓につぐした人びと』

（全8巻・付録：1冊）に，残り127人は．

略伝としてのr開拓め群像』（全3巻）

に収録することになった。労れら伝記，

原稿の大部分は，外部に執筆を皆野，

文書課内に編集会議を組織，討議をか

さねリライ’ト1補訂して5，500部を印

刷し，・道内．の市町村，・小中高校，大学

図書館，、公共図書館，歴史研究者，道

外の関係機関1功労者遺族などに配

布，、一般的な評価としセは，たいへん・

おもしろく読める，全体的にうまく「ま

　とめられているというような意見が多

かった6しかし，少数ながら功労者に

対しての根本的な疑問や，叙述方法あ

るいは編集体制などに対する指摘と

か，235人だけが功労者ではない，無

名の人にも・目をむけるべきだ，記述に

誤ヴがある，みかたが片寄っている等

々の批判もあった。

　ともかく，開拓功労者伝記全シリー

ズは，庁内外の協力，激励そしてさま

ざまな批評を受けながら44年に完結す

ることができた。そして，これら伝記

刊行のために数多くの資料も収集され

、たのである。

2．集録の編集計画

　開拓功労者伝記はこのようにして，

7年の歳月をついやし刊行された。出

版後，遺族が判明したり資料を紹介し

てくれる人もあっこ（，新事実も補充き

れた。しかしながら，伝記の性格上，

収集されたぼう大な資料の一部が利用

されただけにとどまり，他は利用の機

会も少な：くうずもれてしまうことにな

るので，この機会に総括目録的なもの・

にまとめる必要があるのでないかとい

う声が編集担当者からもあり，’また，

研究者などの一部からも資料を公開し

てほしいという意向もあって，目録干IJ’

行に対する期待が高’まってきたもので・

ある。

かくして・伝記編集に利下た資料

を基本に未使用の資料やその後入手し

た資料・情報なども含めて，開拓功労

者関係資料め総集編ともいうべき目録

の編集にとりかかることになったので
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ある’。内容としては，伝記の要約版で

もあり，資料索引の役割もかね，伝記

内容の訂正・補正をして後世における

研究に役立つものにしよう’ということ

になり，44年5月に刊行要綱づくりに1

着手した。

　，方針としては，功労者の事績と生涯

を一連の歴史的事実を資料によって正

しく2とらえ，平易な編集に意を用い，

B5判横組み，活版印刷700ぺvジ程

度，収載内容はおおむね次のようなも

のにしようということになつ’ ｽ。

①功労者名　できるだけ別名をい

　れ，本名には呼びかなをつける。外

　国人はスペルをいれるようにしフル

　ネームとする。’

1②略年譜tt誕生から死亡までの主

　要事項とする。明確でない事項で数

　説あるものはでぎるだけ紹介する。

　必要と考えられるものには引用文献

　を明示する。

⑧参考文献　直接関係あるもりを

　原則とするが，・関連があり必要と思

　われるものも加える。稀少文献は収

　蔵者を付記する。文献の範囲は，功

　労者自身め文書∫日誌などの記録，

　著作，功労者についての伝記，論
　　　　　　　　　　　　　　　し
　文，記事，刊行物のほか必要に応じ

　解説を付す。

㊧　遺品・遺構など　　名称，所在，

　’いわれなどを明らかにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　ドノ
⑧顕彰碑・記念碑など　所在，一碑

　文などを明らかにする。

⑥　肖像」写真

　らかにする。

来歴，所蔵者を明

⑦．遺族・関係者など　　遺族・資料

　所蔵者・事績等聴取可能者の氏名，・

　年齢住所，功労者との関係，そめ

・ほか必要事項など。

⑧研究の動向　研究者についての

　動き，評価など。r

⑨・その他　　伝記執筆者の紹介，出

　身都府県の状況6その他必要と思わ

’れる事項（例えば，伝記の修正事項

　等）。　　　　　　f，

　これには，行政資料室く文書課から

独立，現在の行政資料課）のスタヅフ、

8人が主体となって編集員会議を構成

して執筆にあたり，・1年忌刊行するの『

は無理なので2年で完成させる。そし

て1，000部を印刷，関係機関，遺族お・

よびその関係者、郷土史グループ等に

配布するというものであった。

　このよぢな基本方針にもとづき，45

年1月に1回めの編集員会議を開催，

その後，事情もあって執筆作業にはい

るまで手間どつたが，ユ0月までに会議’

を重ねること数回，上巻に118人，下

巻に117人，外国人は下巻の日本人の

あとに配し，巻末に功労者選定経過と

伝記刊行経過をまとめることにした。

　’また）・登載：項目は，．氏名・プPフィ

ル（200字程度で紹介），略年譜，参考

文献，その他参考事項の5項目とする

ことた決定。当初の方針からはずすご

とになったものは，肖像・写真，研究

の動向，伝記執筆者紹介，出身都府県

の状況，噛伝記の修正事項等である。Ys

お，本文は8ポ，ユページ2列横組

み，功労者1人分は見開きにして2ぺ
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ヤジという原則で執筆にとりかかるこ

とになった。tt

3’集録原稿の作成

　『上巻の場合，原稿執筆から印刷完了

　まで5か月余しかなくダ時間的には多1

少無理であったが，1，1月中旬までに原

稿を芦きあげ，編集県会議で内容の考

証・補訂を2月中旬までに済ませ，3

月末に印刷完了という’スケジュールを

組んだげこのような無理なスケジュー．

ルは印刷の校正段階にまで影響をきた

「した。内容の不備な点や不審と思われ

・る、ことがらは’，初校時はもちろん再校，

時でも情報をとらえては乳道外にまで

事実確認や考証のために電話をかけて

追加補正し，印刷会社に多大の迷惑を，

かけてしまった。ごの点，下巻は，・前

車の轍をふま瞼よう1年間を有効に

、．活用しながら執筆をすることができ

　た。．

　　しかしながら，この集録は，’さきに

刊行した伝記の改訂補正ということも

含まれているのでi所蔵資料の中から

　新事実や間違いを発見したり，’新しい

．資料を見つけ出して功労者の事歴を明・

確にしなければならないという苦労が

　あった6’，

　　留塾したおもな点をあげうと，、

O　功労者名　　漢字の間違いはない

　　か。訪みか牟にどのよう1なものが昂

　．？たか。．別名（通称・あざな・幼名…

　　旧姓・旧名・改名・，号・屋号等）は

　　あ6たか。

　②　プt’フィル　　事績で大きく評価

．すべき点は何か6表現方法はよい

　か。サブタイトルは事績から推測し

　て適当か。

⑧略年譜　『出生から死亡まで事績

　・もれはないか。本道関係の事歴に重

　点がおかれているか。功労者の事績

　からみて時代背景となるべきととを

　加える必要はないか。数説あるもの

　の扱いをどう判断するか。

④参考文献　翻身の著書ばある
　か。論文はどのよう1なものがあり，

　どの印刷物に掲載されているか。関

　係事項の一部でも掲載されている刊

　行物はあるか。無塩が多すぎて全体

　が2ページをオーバーする場合，表

　現を略して掲載する方法はないか。

　’省略するとした場合，略年譜その他

　参考事項欄でどの部分が省略できる

　が（文獣は，基本資料な9で，でき

　るだけカッ．トしない方針だった）。

　文献が少なすぎる場合，事績や活躍

　した地方などから推測してどのよう

　な文献があると推測できるか。

⑤その他参考事項遺族が判明し
　ない場合，何か手がかりになるもの

　はないか。研究者や事績に詳しい人

　はだれか。遺品，墓ジ碑などの所

　在・管理者など、

である。できあがった原稿は複写して

各編集員に配布，下見のあと編集会議

にかけて事実考証を進めた。’考課の所

要時間は，功労者1人組たり・おおよそ

1時間程度をかけ，とくに略年譜と参

噛考文献に重点をおいたが，中には3侶

4時間かかったものも’ ?ﾁた。
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　ことに問題が多かったのは，プPtフ「

イルの表現と略年譜に取りあげた事項，

で，プPtフィルは会議で手を加えだた

め，文章のスタイルがある程度画一的

なものになつ．てしまい，執筆者の個性

をあらわせないうらみがあったけれど

も，．1冊のものとして出す以上しかた

のないことであった。また，時間の関

係上，一部の原稿は編集員以外に依頼

したが，依頼時の説明不足や認識の違

いなどもあってか，伝記を鵜呑みにし

．て執筆したものがあったり，略年譜に

は孫引きなどによる内容の不正確なも

のが多く，文献では当然記載されでな

ければならないものが落ちていたり，

記載方法が既定の様式に合わなかった’

り，全体酌に大幅な修正をを加えなけ

れぽならないものがあったりして考証

に予想外の時間がかかった。

　ところで，こめ集録を見開きにする

という方針は，．みやすさのほか1ペー

ジにしかならない場合でも，利用者が

空白部分にメモが出来るようにという

ごと電配慮してのことであっおが，上

巻の場合，不なれと時間的制約もあっ

、て，印刷した場合，1ページにしかな

らない＄のが4分の1にあたる30人ほ

どもできることになった。編集員会議

で表現方法を変えてみたり・関連文敵

をいれるというテクニックを使い2ぺ

、一 Wに増幅することに努めたが，それ

でも20人程度はいかんと＄しがたくダ

体裁上のことや予算的制約もあって，

当初の見開きという原則を変更して追“

込みにしてしまった6

　その点，下巻ではある程度時間的に

余裕があって117人のう・ち1ページに

しかならなかったのは㌦，日本人1人外

国人4人の5人であった。日本人は親
子2代が功労者となり，』 苑繧ﾌほうで

ある程度表現したためで，外国人は資

料不足が原因であった。

　なお，下巻編集の時点で，功労者都

道府県別出生「覧表をみやすく載せる

べきでないか，上巻に対し各方面から

教示をうけたこ4や間違いなども含め

て，3QO近いことがらが明らかになっ

たので，、それらを補遺と．して載せるべ

きだという意見が大勢を占めた。編集

員会議で検討の結果都道府県別出生

一覧は全国を略図化して功労者名を出

身県別にいれる。補遺は，’印刷上のミ

スや軽易なものを除き，約160の事項

について巻末に収載するという之とに

なり，集録上巻を充実することができ

た。

4　おわりに

　伝記および集録刊行のために集めら

れたこれらの功労者関係資料は，本道

の歴史の1ペーLジを物語る貴重な資料

どして，一いま，行政資料課の書庫に保

存されてつぎの出番を待っている。

　功労者全員が過去の人であったため、

資料を収集するのはなみ大抵の苦労で

はなかった。ことに，朋治以前に活躍

された人びとについては，いっそうそ
　　　　　　　　　　　　　　しの苦労が多かった。

　ところで，「功労者の事績がはなばな

しかったのに，’集録編集q）調査時点で・
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’内容の実例

’14Q　・ にとべ　いな’　ぞう
新渡戸　　稲　　造 旧姓一太田，1幼名一二之助，名乗り一二瑠

に

一

札幌遠友夜学校め理想’

　札幌農学校教頭W・S．クラークの影響を強く受けた1，2期生のなかで，

国際人として，国際聯盟事務次長また日米間め友好あため働いたのが新渡

戸稲造である。かれはまた，明治期のすぐれた農政学者・教育者として活

躍したが・それは公教育の場にかぎられなかった。．とくに，社会的に恵ま

れない人びとへの回忌好教育樋俗教育・社会蝶にかかわらせる、

こととなった。

　その最初Q．実践は・葺困のtFめ正規の教育を受けられなかった青少年の

ために設けた弱輩夜学校であったが，dれはかれの奪格を慕う農学校学生

め若い熱情によ．って引き継がれていった。（文化の黎明．下　IP・99～1i4）

儲年譜・

　1．862／文久2・8・3陸奥国盛岡鷹産小路（盛岡市）

　　　　　　に新渡戸十次郎・せぎの3男として出生

　1871／明治4．マ　　上京。おじ太田時敏⑱養子．

．．・ P877／〃10．7・27、・札幌農学校官費生徒申付　・

　1S78／！！11．．6．2・宣教師5・リスから受洗1

1881／〃耳7・9農学校卒業・開拓使勤務．
　1883／、！！16．9．2b’：東京大学入学。翌隼渡米，

　　　　　　留学6滞米中，農学棟助教，ドイツ留学

　1＄89／〃22・4・一　新渡戸家を相続，復姓

・189ゾ〃払1・　1’・リ「・エルキンソ．ソ聯婚・

　　　　　　帰国。札幌農学校教授諒首回技師兼任

　　　　〃24．8．21・新設の北鳴学校教頭

　1894／〃27．』1．．一札幌遠友夜学校を創立・

　1897／．〃’30．10，一．病気療養，札幌をはなれる。　h

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ド　く　　　　　翌年，渡米。NXBushidOs。を著述「

　1899／■！「32．3．27農学博士

　1901／■！34．乞．　20台湾総督府技師。35年6月

　　　　　18目，臨時台湾譲渡局長
　、1903／！！36．・　10．16’京都帝大法科大学教授薫任

　・1　906／．！！’39・9・191法学博壬。28日，．州高校長病、

　　　　　東京帝大肇税大学教授。41年目法科大学

　　　　　教授

卵／〃仏＆8泊三三鞭として渡米、
　！916／大正5，一　　三友夜学校，．私立三枝認可

　1918／ノ　7．k　　東京女子大学長

il’920／／！、9．5．19国際聯盟書記局社会部長就任

　　　　　、ρ許可。．大正14年，事務次長就任の許可

　1923／大正12．．8．1．遠友夜学校i財団法人許可：

：1929／昭和4．一’「』太平洋問題調査会理事長・

　1932／！！　7．・4」14．満州事変による対日国際世論

　　　　　悪化を憂い渡米。各地で講演

　1933／〃．8．10．16’．カナダ・ビクトリアで客死，．，
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は，遺族が没落して不遇な生活を『して

いたり，遺族と非常に近しい親戚をよ

うやぐD．きとやその遺族の所在を照会

し準が，窓際ヵミなや・からといって住所

も教えてもらえず，たぐっていった糸

がそこでプッツリ切れてしまったり，

「ようやく遺族を探しあてたと思ったら

同姓の他人であったり，いまさらなが

ら当時のことがまざまざと思い出され

る。tt．

　ξち昂れ，多くの労力と時間をか嫡．

たr北海道開拓功労者関係資料集録』、

．は47年3月に完結し，伝記事業はこれ

をもρて完了した。．：刊行後の評判は手圏

’前ミソながら悪ぐはない。しかし，担

．当者からみると上巻には及第点がづけ

られないg、それは，功労者1人に対す

る執筆期間が，下巻で1ま．2週間以上も．

あったのに，上巻の場合は1週間程度

しかなく∴じっくり綿密に調査ができ

なかうたために上巻の内容が充実して

いないからで，いまさらながら後悔を

しているd

　しかし，．集録をこのような面で利用

しているとか，役立ったという話をEi

にすると編集した一員どして満更悪い

気もしない。筆者にとって，この集録

編集業務は行政資料課に主査として勤

務し，責任をもたされた最初の仕事
で，’ ｻれまでは歴史関係業務にたずさ

わらたこともなく，1回忌，とれらめこ・

どに興味塗もったζともなかった。し

かし，集録業務を2年間担当．’したこと

によって，曲りなりにも歴史資料にい

くらか興味がもてるようになり，資料

の見かたも少しはわかるようになった

ことは資料を取扱う者としていささか

プラスに鞭ているζと踏聴し・・

　このたび，国会図書館からこの集録

の編集についての苦心や各方面からの

批評など何か書いてほしいという霜露

があり・，読者のかたがたに披歴できる

ほどのもめとは患っていないが，舌足

らずな駄：文を呈し，おおかたのご批判

をお願いしたい6

　最後に，資料収集の面では，各種図

書館をはじあ，資料所蔵者，郷‡史研

究老ゐ協力をうることができ，とく
に，＼ k海道大学図書館北方資料室，函

館市立図書館，道立図書館北方資料室

，にはたいへんお世話になったことを付

記しておく。、

（まっかわ・かんじ　北海道総務部

　　行政資料課収集整理係長）
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